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V［　Judas　T．　G．　Mendesパラナ連邦大学教授
　　　（ブラジル）の短期招請について
政治経済学部教授　毛馬内　勇　士
　ジューダスT．G．メンデス教授は明治大学国際交流センターの短期招請をう
けて，1987年6月15日から7月15日の一ケ月間，日本に滞在した。その間，
明治大学で3回の講演を行なったほか，拓殖大学等の他大学でも講演討論会
を開催した。明治大学で開催された講演の題目と日時は以下の通りである。
　　6月13日　………　大学院南講堂
　　　「発展途上国の経済諸問題」
　　　　一ブラジル経済のケースー
　　6月26日　………　大学院第一会議室
　　　「ブラジル経済の現在と将来」
　　6月30日　………　研究棟第四会議室
　　　「ブラジルの累積債務問題」
　累積債務問題は今日の世界経済における重要なトピックスの一つでもあり，
多くの学生や院生，研究者等の興味と関心を呼び，聴講参加者数について，
当初危惧していたことは全くの杷憂にすぎなかった。
　メンテス夫妻にとって訪日の機会を得たことは，この上もない喜びの様子
で，訪日に先がけてビテオテープや書物を通じた日本研究が相当おこなわれ
ていたようである。あらためてメンテス氏に訪日のチャンスを賜わった明治
大学および国際交流センターに謝意を表したい。
　今日，日本は国をあげての「国際化」の時代であるが，それは国際経済に
おいて日本が飛躍的経済発展を遂げ，人的ならびに資本，技術等の国際的交
流が著しく促進されたことに対応するものである。今や国際化は単に政策的
行為としてあるのではなく，現実の実体として存在するのである。明治大学
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の学生諸君の国際化のレベルも相当なもので，臆することのない英語による
質疑応答やブラジル留学希望者の出現など各所に，従来の明治大学の「学生
パターン」を越える活発なttいぶき”を垣間見ることができた。東大キャン
パスを訪れた直後のメンデス夫妻の印象は，「明大生の方が英語をとても上
手に話すし，外国入に対して積極的に対応してくる」というものであった。
もちろん英語を話すことだけが国際化を意味するものではないが，「開かれ
た心」がなければ英語など話せるものではない。
　3回の講演を通じたメンテス氏のブラジル経済に関する報告は，累積債務
とインフレ，失業に悩むブラジル経済の苦悩を余すところなく伝えているよ
うに思える。とくに債務返済に関して対内的経済成長を犠牲にしてまでも負
債を支払うつもりはないという結論は印象的である。債権者の立場からすれ
ば余りに身勝手な言い分のように映るかもしれないが，債務国ブラジルとし
ては，ギリギリの窮地に追い込まれた精一杯の対応かもしれない。事実，メ
ンデス氏滞在中に，公共料金の値上げに端を発して，ブラジル労働者がリオ
やサンパウロでバスに放火し，一時的暴動が発生したという新聞報道に，メ
ンデス氏の顔は暗いものであった。
　先年，ブラジルをはじめアルゼンチン，メキシコの南米諸国を訪問した際
に感じた印象も，表面的な明るさの背後に～≧ナ熟いまでの何かが街の角々に
うごめいているのを感ぜざるをえなかった。それはインフレや失業，貧困，
階級的な差別，軍制下での圧制のなごり等々，民衆の苦悩するらあぎだった
のかもしれない。私には南米諸国は一筋縄では行かない容易ならざる国とし
て映ったのであった。新大陸として早くからヨーロッパの影響を受け，恵ま
れた多くの天然資源の賦存にもかかわらず，いまなお低迷せざるをえないこ
れらの国々は，対外的開放としての「国際化」が問題なのではなく，自助努
力による内的社会変革こそが必要なのではないだろうか。大土地所有，富の
不平等，人種的階級の存在等々は，もしかしたら「国際化」の歴史的な結果
であって，より重要で，また高次の価値は，意志決定や対話における「開か
一18一
れた心」の存在なのではないだろうか。開かれた心なくして，また既存の特
権的利益のタコ壺に閉じ籠もるだけで，一国統治のガバナビリティーが打ち
建てられるわけがなく，ましてや国の安定した繁栄など実現するわけがない。
　国の設立のスタートがそもそも「国際化」であった南米諸国にとって，真
に重要な価値は，人々の活発な参加を保証する自由で民主的な各種の社会制
度を打ち建てることではないのかという合意に向けてかたまりつっあるよう
に思える。事実これだけの経済的困難にもかかわらず，南米の知識者は，そ
の解決の方向として社会主義化をめざすのではなく，強い民営化の要求や政
府介入に対する反対，市場メカニズムに対する信頼を主張する人々が多数で
あったのは印象的であった。メンテス氏のブラジル経済に対する楽観論も基
本的にはブラジル人への強い信頼と恵まれた資源大国へのほこりを基礎とし
ているようである。　（昭和63年1月18日）
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